
卒業年࣍前年 卒業年࣍ 分から
ないn 9月

以前 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
以߱

2025年卒 1,314 2.9 2.0 2.1 6.1 5.4 11.1 19.3 17.7 12.9 11.0 2.6 0.8 0.5 3.4 2.1

2024年卒 1,297 0.5 1.0 1.1 3.7 4.3 8.0 18.7 21.3 17.6 14.5 2.0 0.9 0.8 4.0 1.6

卒業年࣍前年 卒業年࣍ 分から
ないn 9月

以前 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
以߱

対
面

2025年卒 1,342 4.3 2.8 3.8 6.0 8.6 13.0 21.8 17.5 9.1 5.1 0.9 1.1 0.7 2.7 2.5

2024年卒 1,313 1.1 1.2 2.1 4.1 6.9 10.5 27.0 20.8 10.4 7.7 1.4 0.8 0.9 3.6 1.6

Ｗｅ
ｂ

2025年卒 980 4.4 4.9 5.2 6.6 13.3 14.8 22.4 14.3 4.9 2.6 0.4 0.5 ー 2.6 3.2

2024年卒 976 1.0 2.6 2.9 5.9 9.7 13.2 31.7 17.1 5.2 3.9 0.3 0.3 0.6 3.3 2.3

（％）

（％）

企業͕࠾用活動で໘する՝

を見る。໘の開ظ時࢝に、企業の採用プロセスの開࣍　
は、対໘が「前年2月までのྦྷ計࣍卒業年」、についてظ時࢝
38.6％（前年差ʴ12.6ポイント）、Webが49.2％（同ʴ
13.8ポイント）（グラフ⁞）。対໘、Webとも前年から10ポ
イント以上૿加し、໘開࢝時ظの前しが進Μでいる。
ͦして、企業の採用報ղېとなる3月よりも前に、
数の企業がWebでの໘を、4割の企業が対໘での໘
を開࢝していたこととなる。
　内ʑ定・内定出しの開࢝時ظは、「卒業年࣍前年2月まで
のྦྷ計」が29.5％（前年差ʴ10.9ポイント）と、こちらも2
月以前に開࢝する企業の割合が૿加した（表 ）。また、
2024年卒では「4月」が最もߴかったが（21.3％）、2025年
卒では「3月」が最もߴく（19.3％）、内ʑ定・内定出しの時
。をૣめる企業が૿えている様子がうかがえるظ

　企業は໘や内ʑ定・内定出しの開࢝時ظをૣめて採用
数の確อを図る一方で、ॆ足企業の割合は低している。
ͦこにはどのようなഎܠや課題があるのだΖうか。調査で
は、企業が認識している課題やෛ担についても聞いた。
　まͣ、採用業務について前年からෛ担が૿加したものを
聞いたとこΖ、最もଟかったのは「内定者とのコミュニέ
ーシϣン」（37.1％）で、࣍に「インターンシップ等のキャリ
ア形成支援プログラムの実施」（36.9％）、「募集に関する業
務」（32.2％）などがଓいた（P23・グラフ）。ॆ足・未ॆ足
別に上位3項目を見ると、ॆ 足企業においては「内定者との
コミュニέーシϣン」（43.1％）、「インターンシップ等のキ
ャリア形成支援プログラムの実施」（36.2％）、「応募者との
コミュニέーシϣン」（32.1％）、未ॆ足企業においては「イ
ンターンシップ等のキャリア形成支援プログラムの実施」

໘ɺఆग़͠の開͕ظ࣌࢝લ͠に ै業員ن࠾用にΑりҟなる՝

ଔ業年࣍લ年の̎ ·݄でに̐ ׂऑ͕ର໘の໘を開࢝ɻ
Web໘ۙ ɺ͘ʑఆ・ఆग़̏͠ ׂऑ͕開࢝企業

⁞ ໘（対໘ɺ8FC）։࣌࢝期

  ʑఆɾఆग़͠։࣌࢝期
※֘当卒年の採用実施企業／୯一回答

※֘当卒年の採用実施企業／୯一回答

		2025年卒（対໘）					
		2024年卒（対໘）
		2025年卒（Web）
		2024年卒（Web）
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（37.9％）、「募集に関する業務」（36.0％）、「内定者とのコミ
ュニέーシϣン」（34.4％）であった。ॆ足企業では応募者
や内定者とのコミュニέーシϣンによるつな͗ࢭめが採用
ॆ足につながっていることがうかがえる一方、未ॆ足企業
では、応募人数の確อや内定者のつな͗ࢭめに力を入れな
がらも採用ॆ足にはࢸらないࠔさがうかがえる。
　新卒採用実施上の課題として最もଟかったのは「ࣗ社認
度」（51.3％）で、࣍いで「採用に関わる人員数」（42.2％）、
「応募者への動ػけ」（41.7％）など（グラフ）。ただし、
従業員規模別に見ると、ͦのॱ位や上位項目にҧいが見ら
れた（表）。ྫえば、「300人未満」「300～999人」「1,000
～4,999人」企業では「ࣗ社認度」が5割で最もߴいが、
「5,000人以上」企業では36.8％にとどまり、「採用に関わる
人員数」（55.8％）が最もߴい。また、「300人未満」企業にお
いては、「採用にかかるコスト」が32.3％で4൪目にߴい。従
業員規模や採用数により課題がҟなることがうかがえる。

■ 2025年卒
■ 2024年卒

■ 2024年卒
■ 2023年卒

ׂ̐ ʮ͕࠾用に関Θる人員ʯ
ʮԠืऀの動ػ͚ʯに՝ײ

3�ˋ ʮ͕ఆऀとのコϛュχέーγϣンʯ
ʮキャリアܗ支援プロάラムの実ࢪʯのෛ୲૿

企業

企業

 ৽ଔ্ࢪ࣮༺࠾ͷ՝

 લ͔Βෛ୲͕૿Ճͨ͠ ۀ༺࠾

※新卒採用実施または実施予定企業／ෳ数回答
※2025年調査の上位10項目を抜粋

※新卒採用実施または実施予定企業／3つまでෳ数回答	

ࣗ社認度

採用に関わる
人員数

応募者への
動ػけ

務地ۈ
（事業所含む）

採用にかかるコスト

採用にかかる
࿑働時間

採用ϊウϋウのੵ

社内関係部ॺの
協力体制

業छ

採用チャネルの活用

内定者とのコミュニέーシϣン

インターンシップ等のキャリア形成
支援プログラムの実施

募集に関する業務

採用に関する情報収集

応募者とのコミュニέーシϣン

社内調業務

採用に関するઓུ企ը業務

໘談・໘に関する業務

採用に関する予算計ը

採用結果の振り返り・分析

書ྨબ考に関する業務

ʮ300人ະຬʯ企業ʮ人員ʯ
ʮ動ػ͚ʯʮコストʯなͲに՝ײ企業

 ৽ଔ্ࢪ࣮༺࠾ͷ՝（ैۀһنผ）
※新卒採用実施または実施予定企業／ෳ数回答
※上位10項目を抜粋

300人ະຬ 300ʙ
���人

�000ʙ
4���人

�000人
Ҏ্

O��20 O��0� O�334 O���
ࣗ社認度 52.3� 51.7� 53.6� 36.8�

前年差（ポイント） ー 5.6 ー 1.5 ー 1.8 ー 11.0
採用に関わる人員数 37.5� 41.6� 46.7� 55.8�

前年差（ポイント） ー 0.7 ー 1.0 ー 3.4 11.2
応募者への動ػけ 39.4� 40.4� 43.7� 52.6�

前年差（ポイント） ー 2.7 ー 12.4 ー 11.9 ー 7.2
務地（事業所含む）ۈ 24.4� 36.4� 41.9� 38.9�

前年差（ポイント） ー 2.7 ー 1.1 1.6 ー 12.1
採用にかかるコスト 32.3� 29.5� 30.2� 32.6�

前年差（ポイント） ー 1.8 ー 4.6 ー 2.5 ー 9.8
採用にかかる࿑働時間 22.3� 25.9� 26.0� 35.8�

前年差（ポイント） ー 9.5 ー 2.9 ー 11.1 ー 3.3
採用ϊウϋウのੵ 24.2� 20.8� 19.8� 28.4�

前年差（ポイント） 0.3 0.2 ー 1.4 7.8
社内関係部ॺの協力体制 21.0� 22.0� 23.4� 17.9�

前年差（ポイント） ー 0.3 ー 2.4 ー 0.4 ー 9.3
業छ 19.8� 21.4� 18.9� 23.2�

前年差（ポイント） ー 5.3 ー 0.8 ー 3.2 ー 0.8
採用チャネルの活用 17.1� 22.6� 19.2� 22.1�

前年差（ポイント） ー 3.2 0.8 ー 8.4 ー 0.7
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